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１．はじめに 

マスコンクリートの水和熱に起因する温度応力算定

精度の向上は，耐久性確保のため特に重要なことと考

えられる．本研究では，この温度応力解析精度の向上

を目的として，既往の実験 1)をもとに，温度応力解析ソ

フトASTEA-MACSによる三次元有限要素法で解析を

行い，解析値と実測値を比較しながら，適正な入力条

件と精度とを検討したものである．  

２．既往の実験 1) 

ここで対象としたのは毛利ら 1)の実験で，拘束コンク

リート壁体上に打設されたコンクリート壁の温度応力

を測定したものである．  

毛利らは図-1に示すように，まず拘束コンクリート壁

体を打設し，その上にコンクリート壁を打設している．

このコンクリート壁の中央中心部に応力計，ひずみ計，

熱電対を，端部中央および打継部にはひずみ計，熱電対

を設置し測定している．拘束コンクリート壁の寸法（長

さ×高さ×厚さ）は 2730×1189×80cm であり，その上に

打設されたコンクリート壁の寸法は 1430×280×80cm で

ある．構造物および計器の設置位置を図-1に示す． 

 

  

 

図-1 構造物および計器位置 

 

コンクリート壁の施工は昭和 58年 6月，型枠は合板

を用い，その脱型は材令 5日目である．またコンクリ

ートの打設温度は 25℃である．表-1，2にコンクリート

の示方配合と材令 28日における力学的性質および物性

値を示す ． 

 

表-1 コンクリートの示方配合 

 

表-2  力学的性質(材令 28日)および物性値 

 

３．実験結果 

図-3 に実験で得られた A 点に関する温度履歴を示す

1)．実測によると，壁中央中心の温度は材令 1～2日で最
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大 52℃を示し，材令 6～7 日でほぼ定常状態に達する．

また温度応力については応力計による測定値を取り上

げ，図-4 に示す．これによると，A 点での温度応力は，

材令 1～2日で圧縮応力となり，約 0.59N/mm2程度の最大

値を示した後，材令 2～3日で引張応力に変化し，材令7

日付近で約 0.98N/mm2の値を示している． 

４．毛利らの解析結果 1) 

毛利らは，実験結果を示すとともに，解析も行ってい

る．有限要素法による温度解析では，A点における解析

結果は実測値とよく近似することが示されている．また，

温度応力についての解析結果では，数値の定性的な履歴

傾向は測定結果に近似しているものの，絶対的な数値に

は開きがあった．すなわち，材令初期の圧縮応力の最大

値は測定値の 1/3 程度であり，引張応力については材令

8日で，同時期の測定値に比べ約 0.39～0.49N/mm2大きい

値となった．  

５．本研究における解析結果 

本研究では既往の報告をもとに，ASTEA-MACS に同

一条件を与えて解析を行った．この結果，ASTEA-MACS

では既往の研究と同じ条件を与えても，既往の解析結果

が異なることが判明した．ここで使用している解析ソフ

トは，すでに多くの研究者に使用され，数値解析的に大

きなエラーが報告されていないことから，既往の研究で

使用した入力条件の吟味を行った．その結果，コンクリ

ートの断熱温度上昇特性が現在の知見から見て大きく

異なっていることが判明した．そこで，土木学会の標準

示方書に従い，実験で使用したセメントの種類，単位セ

メント量，打設温度を与えてコンクリートの断熱温度上

昇特性を計算し直した．また，その他の解析条件も現在

推奨されている数値の範囲に置き換えて表-2 に示す値

を用いて解析を行った． 

解析で得られたA点における温度履歴を図-3に示す．

温度履歴の解析値は，実測値とほぼ近似していると言

える．また，図-4に温度応力の実測値と解析値の比較

を示す． 解析値は，初期ではコンクリートの圧縮応力

が実測値の半分程度で，引張応力に転ずる時期が幾分

遅れ，引張応力の絶対値が最大 0.4 N/mm2程度大きくな

った．すなわち，解析値は全体的に引張り側に 0.3～0.4 

N/mm2 程度シフトしているように見受けられる． 

６．まとめ 

本研究において，解析ソフト「ASTEA-MACS」を用

いて三次元有限要素法で温度応力解析を行った結果，

まず既往の論文と同一条件を用いた場合，論文に示さ

れた結果とは異なり実験と近似しない結果が得られ

た．そこで，論文に示された条件を検討し，現在の土

木学会標準示方書に則り，条件を再吟味して解析を行

った．その結果，既往の研究に比べて測点A点（中心

部中央）の解析値は実測値とほぼ近似する結果が得ら

れた．  

今後，表面近くや打ち継ぎ目近傍のデータが記録され

ている実測結果を検討し，入力条件の適正化を図り，マ

スコンクリートの温度応力解析の精度向上を目指して

いきたい． 

 

 

図-3  A点における温度の実測値と解析値 

 

  

図-4 A点における応力の実測値と解析値 
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